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政務活動報告

　津南町の桑原悠町長から、開かれた町長室などについ
て話を聞いた。津南町の過疎化、少子高齢化など様々な
問題に取り組む中、現役の子育て世代、若い世代の声を
もっと実現、実行したい気持ちで町長になったとのこと。
地区の座談会で、子どもがいない、昔のように祭りを開
催したいなど様々な意見がある中、保育園数の減少、一
時預かりもない、町役場にも子どものスペースもないこ
とから、保護者が色々な手続きなどの時間だけでも、町
長室に預けられないかと思い職員との協議の結果、町長
室を育児スペースに決定。しかし、毎日、町長室にいる
ことができないことに加え、利用者も少ないため、今後
は一時預かりや病児保育などの設置に取り組み、また移
住定住者を増やし、祭り、運動会など老若男女参加でき
るイベントなどを開催していきたいとのことだった。
　天草市も少子高齢
化の中、全世代が参
加できる市内各町対
抗運動会などを開催
し、天草全体が盛り
上がるような企画の
必要性を考えさせら
れた。

令和元年5月20日～22日 政友会（浜崎昭臣・平山泰司・船辺 修・柴田 誠）

【新潟県津南町】
開かれた町長室について

　燕市議会堀勝重副議長からご挨拶をいただき、地域振
興課本間課長から「つばめ若者」会議について話を聞い
た。つばめ若者会議は若者自らが暮らし、子ども達に
20年後の燕市はどんなまちづくりがよいかを語り、実
現のために行動していく「若者によるまちづくりの場」
として、16～40歳のメンバーで全体会議や自主会議な
どすべて運営をされていた。これまでに62事業を実行
され、デートマップ企画、燕市PR企画in東京などを実
施されていた。今後の課題は、新たなメンバーの参画、
地域との連携事業、活動の見える化、市民への情報発信
などがあるとのことであった。
　天草市も少子高齢化で20年後の天草を考えると、次
世代のリーダーなど、天草を担う若者が活躍しやすいま
ちづくりをと考えさせられた。　

【新潟県燕市】
つばめ若者会議について

　本施設は、老朽化した清掃工場の新たなごみ処理施設
として平成29年10月完成・稼働。建設から運営までを
一括したDBO(公設民営)にて、「信頼できる・安心できる・
親近感のある施設」の事業基本コンセプトを実現できる

「エネルギー回収施設」として整備された。
　適正なごみ処理、ダイオキシン類等の有害物質の削減、
ごみ焼却熱を利用した発電による余剰電力を売電。また

「流動床式ガス化溶融炉」の採用により焼却灰をスラグ
化し、道路の基盤材やコンクリートブロックの資材とし
て利用し、最終処分量を１／６に削減。ごみを粉砕し高
温によりごみが自然発火するシステムのため最初の発火
までの燃料で済み、燃料費削減になっているとのことだ
った。
　平成30年度の売電収入は8,587万円、建設費92億
6,640万円、運転維持費(20年契約)107億6,004万円。
ストーカー炉に比べ機能が多くシステムも複雑化してお
り運転・管理・操
作等の難易度が高
いことが課題。天
草の新ごみ処理施
設建設に学んだこ
とを提言したい。

令和元年６月５日～７日 天政会（池田裕之・脇島義純・中村三千人・勝木幸生・鶴戸継啓）、宮下幸一郎

【山形市広域環境事務組合】
立谷川エネルギー回収施設の仕組みについて

　本ジオパークは栗駒火山を源流とする３本の川、ラム
サール条約に登録された広大な低湿地と平成20年岩手・
宮城内陸地震と東日本大震災の２つの大震災により起こ
った大断層で、さまざまな自然災害を乗り越えた自然と
の共生がこのジオパークのテーマ。恐竜の化石や地球内
部の岩石などでなく自然の営みの中で発生した噴火や浸
食・地震発生により一瞬にして変動を遂げた大地の物語。
ビジターセンター完成までの経過は、学校跡地利活用公
募“栗駒山麓ジオパーク推進協議会”から市へビジターセ
ンターとしての活用が要望されたことから始まる。
①学びの場（防災教育・学術情報提供による学びの場）
②観光振興（栗駒山の自然を楽しみに訪れ立ち寄り利用）
③地域活性化（地域コミュニティの活動場所としての利
用）。理念は「市民とともに歩み・成長するジオパーク
づくりの拠点」として、ジオパーク活動の分野を市民活
動へ拡大し地域の誇
りとして磨き、成果
として夢や生きがい
に繋げることとのこ
とだった。更新され
る御所浦資料館に、
この取り組みを具申
していきたい。

【宮城県栗原市】
栗駒山麓ジオパーク活動の取り組みについて

はるか

長年の功績を称え

全国市議会議長会
永年勤続議員表彰

　今回、永年勤続議員として表彰をいただき、
これまで支えていただいた市民の皆さまや行
政の皆さまにあらためて感謝を申し上げます。
今後、与えられた時間、自己研鑽に励み、初
心を忘れずに、天草市の均衡ある地域発展を
目ざして努力してまいります。これからも皆
さまのご指導とご鞭撻をよろしくお願いいた
します。

　このたび、全国市議会議長会より、20年の
永年勤続表彰を賜りました。多くの皆さまに
心から感謝申し上げます。この地域に生まれ、
この地域で育ち、この地域で一生を終えるこ
とに喜びを持てる地域づくりのために、フラ
ンスの元シラク大統領が言った『政治は必要
なことを可能にする術である』を信条とし、
最年長議員として率先行動します。

　６月11日に東京で開催された第95回全国市議会議長会定期総会において、
本市議会より２名の議員が表彰を受けられました。また、６月14日の本会議
において、表彰状の伝達及び市長から感謝状の贈呈が行われました。

脇 島  義 純 議員
（議員20年表彰）

浜 崎  昭 臣 議員
（議員20年表彰）

議員より一言議員より一言

議員歴
・平成10年７月～ 18年３月

（牛深市議会議員）

・平成18年４月～現在
　（天草市議会議員）

議員歴
・平成３年５月～平成18年

３月（御所浦町議会議員）
（町議会議員の勤続年数は、1/2が
市議会議員の年数に通算される。）

・平成18年４月～現在
　（天草市議会議員）


